
1762

Ag－Streptolysln－S7Comp蛭exの性状について

金沢大学医学部薬理学i教室（主任　岡本　肇i教授）

伊　　藤　　　　佐
　　（昭和30年8月5日受附）

7α8猛麗■70：Studies　on　the　I）roperties　of　Ag－StrgptolyshユーS－Complex．

　　（Departrnent　of　Parmacology，　Faculty　oF　Medici喚e，　Kanazawa　University，　Japan）

緒

　；核酸効果の発見1）によって展開したStreptぴ

1ysin－S（以下St－Sとも略記す）精製分離の研

究2）’3）’4）においては，本毒素が甚だしく易熱

性であるため，その自然の活性千態を保持せし

めたいばかりに思い切った精製分離の操作を施

し得ず，すでに内外学者によって溶血力におい

て強力無比の精製St－S分屑が分離把握されて

いながらも，未だなおその純度制定に困惑を来

しているという現状である．

　所が最：近廻研究所において酵母核酸並びに精

製St－Sの水溶液に対しAgNO3を加えた・もの

に食塩を追加しても沈澱（AgC1）が生起しな

いことが観察せられ，これに端を発して，核酸

化学並びにStreptolysin－S研究に薪展開を予想

せしめる二つの重要：な実証が齎された5）．

言

　即ちその一は清水6）による核酸一Ag聞に錯

塩形成が起るという化学的方面からの考証で

あり，その二は正印7）による「St－Sは銀塩によ

って完全に耐熱化される，そしてこれはAg－

Streptolysi11－S－Complex（以下Ag－St－S－ComPlex

とも略記す）の形成による．」という生物学上の

知見である．

　私はこの銀塩によるSt－Sの耐熱化現象は，

St－SのAg－Complex嵌態における純粋分離の

可能性を示唆している所があるとして，先ずそ

の基礎的方針の確立を計るの目的を以て諸種の

理学的並びに化学的影響に対するAg－Strepto－

Iys｛n－S－Comp】exの態度（安定性）如何について

の考査を進めた所，甚だ興味ある成績を得たの

で，ここに報告する次第である．

一般実験方法及び考査事項

　1）　精製　Streptolysin－S　：

　精製St－Sとしては專ら溶連菌の1％酵母核酸加ブイ

オン培養より分難した1－N－F－Streptolysin－S二：Frac－

tion（即ち岡本等の1β1－Fraction　2）に該当するもの）

を使用した．因みに1－N－F－Streptolysin－S一：Fraction

の性朕に関し現在迄の考査で知られたことは次の如く

である5鵡7）．

　　（1）水に易溶，鉱酸で沈澱，アルカリで可溶の類

　白色無晶形粉末で，本分屑にはSt－Sの外になお酵

　母核酸，不活性化されたSt－Sが混在するものと考

　えられる．

　　（2）アルコール，エーテル不溶．

　　〔3）Orcino1一及びMolish反応は共に彊陽性，

　：Feulgen反応陰性．

　　（4）10％水溶液でも蛋白反応陰性．

　　（5）溶血性限界濃度は1：20，000，000～50，000，000

　（1＝20Mill・～50Mi11・），　Zk溶液状態では不安定で，

　室温（18。C）でも徐々に溶血力の減弱を来たし，

　100。C10’では勿論，56。C30’でも完全に溶血性を

　喪失する．

　　（6）紫外線吸牧スペクトル並びに電気泳動図の何

　れにおいても酵母核酸ソーダのそれに酷似してい

る．

　（7）溶血効果はTrypan　blueで拮抗解消される・

　　（8）Ag＋との錯塩形成能は1：1，COO　1一：N－F－Stre－

ptolys量n－S－Fraction水溶液10cc＝」y／10Ag：NO30．15cc
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の量的関係にある．

　2）Ag－Streptolysin－S－Con1Plex原液の調製：

　LN－F－Streptolysin－S－Fraction　101ngを蒸溜水10

cc又は20ccに溶解，これにエ〉／10AgNO30・15ccを

追加したものを原液〔以下これを1：1，000或いは1＝

2，000Ag－St－S－ComPlex液と略記す〕とす．別に1－

N一：F－St－S－Fraction　10mgを蒸溜水10．15cc或いは

20・15ccに溶解したもの〔以下これを1：1，000或い

は1：2，000St－S液とも略記す〕を調製し，これを

Streptolysin－Sにおける諸実験の原液とした．両原液

は何れもうクムス申性である．

　3）　溶血力試験術式：

　当教室において従来適用して来た方式に準ず．即ち

被検：液の2（叉は2・5）倍宛の逓下稀釈下平1ccに対

し1％家兎赤血球浮勝液（脱繊維血液を4回食塩水で

洗回したもの）1cc宛を加え，よく振盟「した後，37。C

の艀竈中に納め，2時聞後に一旦成績を読み，更に22

時聞氷室（10。C）に翻資せしめたものについて溶血の

有無強弱融融を確かめ，その吟声を記入する．

実　験　の　部

1。Ag－Streptolysi11－S－ComPlexの諸種理学

的並びに化学的影響に対する態度について

の検討

　1．動物膜透析実験

　第1表はAg－St－S－Complex液及びSt－S液

の夫々について17～18。Cの流水中で96時聞透

析した後，各々その膜内液の溶血力を試験した

成績である．即ちAg一一St－S－Colnplexにあって

は透析96時間後でも箪に氷室（7～8。C）に保存

した非透析の原液におけると同様に，依然1：

25，600，000～51，200，000二二溶血作用を呈し，

全然透析膜を通過しないという成績である．

　他方St－Sにあっては透析96時闇の膜内液に

は全く溶血性が証明されない．しかしこの成績

を以て直ちにSt－Sが動物膜外に透出したため

と速断し得ない．何となればSt－Sの不安定性

に鑑みても，この場合透析中におけるSt－Sの

不活性化の可能性が考えられるからである．こ

の聞の品品を明らかにすべく，次で私は一定量

の蒸鯛水中で冷温（7～8。C）下での透析を行

い，膜内液並びに膜外液について溶血性の存否

如何を逐時的に追究する実験を行った，第II表

はその成績を示したものである．

　即ちAg－st－S－Complexにあっては透析168

時間に及んでも膜内液は依然当初と同様の力価

（溶血限界濃度＝1：25Mm．）を有し，叉膜外液

には溶血性の存在が些も証明されない．而して

St－Sにあっては，透析2時間後より膜内液に溶

血力の減弱が起り，168時間後には駈6となっ

ている．而も膜外液には全然溶血性の移行が証

明されない．この実験成績と，同時に並行して

行った第Ilb表提示の「Ag－St－S－Complex液及

びSt－S液を氷室（7～8。C）に保存した・場合」の

実験成績を対比照合するならば，St－Sは非透析

性鱒であるが，不安定なため長時の透析実験で

は溶血力の喪失が起って，恰も透析膜通過性で

あるかの如き観を呈するに過ぎないことが知ら

れよう．

　以上のようにSt－S及びAg－St－S－Complexは

何れも動物膜を通過しないことが立証された訳

であるが，St－S自体の透析実験では不活性化に

よる溶血力の減弱或いは喪失が随件するに対

し，Ag－St－S－Complexにあっては長時透析に

も不拘，溶血力に些の減弱も起らずに膜内に存

留するという事実は，AgとSt－S分子間の結合

が甚だ輩固であって透析によってAgが遊離逸

脱しないことを証左するものであって，甚だ重

三すべき知見である．

2．紫外線，X線，並びに日光に対する態度

Streptolysin－Sが紫外線に対して安定である

米溶連菌の1％核酸加ブイオン培養上清液における伊藤の実験8）ではStreptolysin－Sが動物膜通過

困難との成績が得られている．

【45】



1764 伊 藤

ことは既に伊藤が溶蓮菌の196核酸加ブイオン

培養上清液を使用して実証8）している所であ

る・私は今回St－S及びそのAg－Complexにつ

いて，それらの水溶液状態における紫外線，X

線並びに日光に対する態度如何を考査した．

実　験　方　法

　a）紫外線の照射：被検液を直径10cmのシ

ャーレに約2mmの薄層に盛り，氷雪上に静置

冷却せしめ，マツダ殺菌燈を以て50cmの距離

より1及び2時間照射す．

　b）X線の照射：被検液を直径10cmのシャ

ーレに2mmの薄野に盛り，これに対し島津ダ

イアナ号i装置にて1，000r（二次電圧75K▽，二

次電流3mA，濾過板11nm　Al．，焦点液面距離

20cm，照射時間27．5分）を照射す．

　c）　日光の照射：被検液の3cc宛をいれた2

本の試験管を地面上に日光に対し直角位に置き

青天下の直射日光に2及び4時聞露呈せしめ

る．液温は34。Cに上昇した．なお比較の目的

で同時に室内散光下に2及び4時間静置した場

合の実験も行った．この時の液温は31。C．

　：第III表提示のようにAg－St－S－Complexたる

と，St－Sたるとを問わず，何れも紫外線，　X線

に対しては安定である．

　而してAg－St－S－ComPlex液では直射日光の

照射4時間でも全然溶血力の低下を来していな

い．他方St－S液では直射日光の照射の場合で

も，室内散光下網置の場合でも，溶血力に著し

い低下が起っているが，これは勿論31～34。C

の実験条件における非学化に帰すべきものであ

る．

　3．酸化剤に対する態度

酸化剤としては過酸化水素，過マンガン酸カ

リ，クロム酸カリ（K2CrO4）及び赤血塩侭3Fe

（CN）6）を使用した．

　第IV表はH202を以ての実験成績である．

即ち先ず実験列1において3％：H202の存在下

でもAg－St－S－Complex液：の溶血力には何らの

変減も招致されていない．即ちAg－St－S－Com－

Plexに対しH202が無影響であることに注目す

べきである．

　而して実験列IIの3％H202を含有せしめた

St－S液にあっては時間の経過と共に溶血力の

減弱を来しているが，全く同様のことが翠なる

St－S液にも起っているのであるから，　H202は

St－Sに対して何ら影響する所がないと判断さ

れよう．

　而して第V表はAg－St－S－Complexに対する

KMnO4，　K2CrO4及びK3Fe（CN）6の影響関係

如何を検した成績である．

　即ちKMnO4及びK3Fe（CN）6の両者によっ

てはAg－St－S－Complex々ま相当強い破壌的影響

を蒙るに対し，K：2CrO4は無害である．

　な：おKMnO4，　K：3’Fe（CN）6及びK：2CrO4のSt－

Sに対する影響を考査した試験では，H202にお

け’ると同様，何れによってもSt－Sが侵碍作用を

蒙らないという成績幹が得られた（表略）．

　4．還元剤に対する態度

　i還元剤としてはCysteine，　Sodium　thioglyco1－

ate，　Potassium蝕rocyanate（：民Fe（CN）6）及び

Sodium　thiosu1臨e（Na2S203）を選び，夫々を一一

定濃度に含有せしめた1：2，000Ag－St－S－Com－

Plex液と輩．なる1：2，000　Ag－StマS＿Complex液

を調製：し，室温（22。C）に2時間放置した後，

溶血力の比較実験を行った．而してここに特記

すべきは上記何れの還元剤にあってもこれを

Ag－St－S－Complex液に力口えると直ちに，或いは

間もなく微細の沈澱が生じ，これが聞もなく友

黒色調を帯びるに至ることである（銀の遊離）．

St－S液では還元剤を加えても何らの沈澱物を

生ぜず，依然無色透明のままである．　』

　第VI表提示のようにAg－St－S－Comp】ex液に

対しCysteine，　Sodium　thioglycolate，　Potassium

ferrocyanate，及びSodium　thiosul蹴eの何れの

還元性物質を作用させた場合でも，溶血力の心

置Strepω1ysin－Sが酸素1こ安定なことはTodd（1938年）9＞が溶蓮菌培養液を対象として実証している．
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しい低下が招来されるという結果が得られた．

恐らくこの場合Ag－St－S－Conplexに対し還元

剤が脱銀的に反応し，銀の遊離が起ると同時に

St「ePtolysin－Sの分子構造における異変が随起

されるものであろうか．

　兎に角，この実験で少なくとも厳上4つの還

元剤を以てする限り，Ag－St－S－ComPlexに脱

銀反応は起り得ても，活性のStrepto】ysin－Sを

再牧得し得ないだろうことが明白となった訳で

ある．

　因にAg－St－S－Complexの代りにSt－Sを対象

として行った実験では，何れの還元剤もStre－

ptolysin－sに対しては何らの影響（溶血力の増

減）する所がないという威績であった．（表略）・

：『Ag－Streptolysin－S－Complexの耐熱性に対

　する影響物質について

　Ag－St－S－Complexの耐熱性が酸，アルカリ，

無機塩類，：或いは血清の存在下で如何に影響さ

れるかを確めて置くことはStrepto1アsh1－SをAg

－Complexの欣態において純粋分離iせんとする

研究を進める上に特に肝要である．

実　験　方法

　A．HC1，：Na2CO3，　NaOH，　KOH，　NH3並

　　びにK：CNのAg－St－S－Complexの耐熱性

　　に及ぼす：影響の検討

　1－N＿FStreptolysi11＿S．：Fraction　10mgを蒸雨水

10ccに溶解，これに先ずN／10　AgNO30．15cc

を，次で供試物質のエ〉／10，N：或いは102V溶液

0．15cc（アンモニアの場合だけは28％：NH3：水

を0・1～1・Occ）を加え，ここに得た溶液に対し

100。C　30’の加熱処置を施してから溶血試験に

附す．

　同時に対照め目的で1一：N－F－St－S一：Fractlon　10

m9を蒸志水10ccに溶解，これに2＞／10AgNO3

0．15ccと蒸鱈水0」5ccを加えたものを調製し，

その5ccに対し100。C　30’の処置を施し，残り

の5ccは非加熱歌頭で溶血試験を行う．

　即ち第VII表提示の実験では

　1）NaCl，　KICNの存在下ではAgζSt－S－Co－

mplexの耐熱性は侵碍せられ，100。Cに加熱す

ること30分で溶血力に穂～種の低下が招致さ
れる．，

　2）HCIの非耐熱化作用はNaC1よりも更に
強い．

　3）：NaOH，　KOH及びNa2CO3並びにNH3

等のアルカリにあっては，そのAg－St－S－Co－

mplexに対する非耐熱化作用は同一濃度のHCI

による場合よりも遙かに微弱である．

という成績であって，これによって少なくとも

Ag－St－S－ComPlex水溶液の熱処理の実験には

酸，アルカリはもとより，NaClの使用は可及

的避くべきであることが知られよう．

　13．血清のAg－St－S－Complexの耐熱性に及

　　ぼす影響

　第▽皿表は家兎血清を約40％に含有せしめた

1：6，000Ag－St－S－ComPlex液に対し100。C　30’

の処置を施した場合の成績である．即ち実験列

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノIIの血清を含有せしめない箪なる1：6，000　Ag－

St　S－Complex液に対し100。C　30’の処置を：施し

たものにあっては　非加熱の実験　旺IIIにお

けると同筆に一1：20Mi11．迄溶血が起ってい

るに対し，実験列1における家兎血清を約40％

に加えた1：6，000Ag－St－S－ComPlex液の1000C

30’処置のものにあっては1：50，000の高濃度で

も全然溶血が起っていない．

　このように血清存在下でAg－St－S－Complex

が最早や100。Cの加熱に耐え得ず，不活性化さ

れる所以については，前記A項の：NaCIにおけ

る成績に徴して，少なくとも血清中に存在する

NaCl，K．CI等の塩化物の影響が否定し得ない所

である．

　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×

以上Ag－StreptolysiD－S－Colllplexの性歌に関

して検討した諸実験の成績を通覧することによ

って，吾々はAg－St－S－ComP】exが，水溶液：朕

態では熱，紫外線，X線，日光等の理学的影響

に対しては安定であるが，還元剤，酸化剤，
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酸，アルしカリ，食塩等の化学的影響に対しては

必ずしも安定ではあり得ない，即ち換言すれ

ば，Ag－St－S－Complexに対しては化学的操作

を加える場合には愼重を期すべきを知り得るの

であって，この知見が本研究における最：要の牧

獲とし、え．よう．

　因にAg－St－S－ComplexとStreptolysin－Sに

おける性1伏の異同関係を一括展示すれぽ第IX

表の如くである．

結

　A9・一StrePtolysin－S－ComPlexの性状に関する

実験で得られた結果は次の如くである：

　1．　　Ag－Streptolysin－S－Conユplex　をま、

】）

2）

3）

4）

動物膜非透析性である．

紫外線，X線及び日光に対しては安
定．

過酸化水素，クロム酸カリには安定で

あるが，しかし過マンガン酸カリ，赤

血塩に対しては不安定である．

チステイン，チオグリコール酸，黄三

論

　　　　塩及びチオ硫酸ソーダ等の還元剤に対

　　　　しては抵抗弱く，容易に脱銀的影響を

　　　　蒙り，同時に溶血性を喪失する．

　r　Ag－StrePtolysin－S－Complexの耐熱性は

　　HCI，：NaOH，　K：OH，　Nとし2CO3，　NH3，：NaC1，

　　KCN並びに血清の存在下で侵碍される．

　皿．なおStreptolysi1トSについて同様の考

　　査を行った成績についても記載した．

　欄筆するに当り種’々御敢導を賜った結核研究所吉村

政弘助敢授に衷心より感謝の意を表します．
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第1表　Ag－Streptolysh1－S－Complex及びStrePto】ysin－Sを以ての流水中透析実験

　〔1：2，CCO　I一：N－F－St－S－Fraction水溶液20cc十，N／10　AgNO30・15cc〕から5ccをとって氷

室（7～8。C）に96時閲保存，残りの15ccを魚十二にいれて絶えず水道水を流通せしめた水槽申
で96時間透析した後，両者について溶血力の比較実験を行った．
　別に〔1・2，COO　I－N－F－St－S－Fraction水溶液20cc＋蒸溜水0・15cc」液でも同檬の実験
を行った．

＼

＼

原

液

原

溶血試験

液の　＼

処 ＼

稀 釈 倍 数

8
黛
十

寸＼二
鷹階11；講錺
・・2・。0腋20ccl　lξδ＆編麟電

　　　　　　　　た匹液

Streptolysin－S

5ccを氷室中に
　　保存
（非透析のもの）

1・2・000液20・c【15ccを流水中
　　　　　　　　に96時聞透析し
　　　　　　　　た内液

8
0へ

呂

∴

8
『

8
H

二

三　冊　柵

柵

柵

柵

七

厘

柵

8
0へ

8
㎝

∴

鼎

暑柵

冊番

8
6
尋

olo

二

三

柵

8
6
器

二

三

柵｝

モ曲｝冊

8
黛
8
臓

H

∴

冊

柵

8
0r、

8
cq＾

oり

二

柵

柵

著冊山1什

8
R
8
寸へ

ゆ

∴

十冊

｛珊

柵

8
R
8
吟
臼

∴

冊

柵

8
R
8
喩
十

二

8
0へ

・8

触
お

∴

±

±

±

8
R
8
瓢

8
目

二

対

照

註：柵一完全溶血，柵＝殆ど完全溶血，甘＝大部分溶血せるもなお不溶血球の残倖せるもの，
　　　十＝少部分溶血せるもの，土＝僅微に溶血せるもの，一＝非溶血．
　　　対照はAg－St－S－Complex又はSt－Sを加えないもの．

第］Ia表　Ag－Streptolysin－S－Complex及びStreptolysin－Sを夫々一定量の蒸溜水中で透析した場合

　　　　1：1，000Ag－St－S－Complex溶液15ccをいれた魚嚢膜を150ccの蒸溜水を充したビーカー
　　　　内に浸漬せしめ，氷室（7～8。C）に置き，この膜内及び膜外液について二時的に溶血試験を行う．
　　　　同時に1：1，000Streptolysin－S溶液を以って同檬の実験を行う．

、一

料＼

稀 釈 倍 数

膜 内 液

8
0r、

8
門

∴

8
0へ

8
㎝

∴

8
俄
8
寸

∴

8
R
8
◎Q

∴

8
『

8
vつへ

H

二

8
R
8
c＼

αり

∴

8
R
8
瓢
。

』

．自

罫

謎，・

跨
℃、δ

o（直後）1柵1柵1珊1柵1柵1料冊1筆｝｝｝

8
0へ

8
前
群

∴

8
R
8
｛）r、

爲

二

8
R
8
触
齢

二

8
9
8
瓢

8
H
∴

対

照

副＋H一ト
2　時間

24時聞
　　　
＜め1168時間

等

・舅’

倉

1・（直後）

2　時闇
1『一一

且124時間
翼「一一
。。 I168時間

帥冊副柵｝†申冊申小冊1＋’1－1－1一

柵1槽｝ ．副副帥辮1柵1什【＋H一ト

冊冊t柵圃冊封柑中｝什囲＋同一ト

帥繭冊1州｛　｝岡刑粁国一1一ト

州脚小門｝i冊囲±1－H一ト
柵囲柵
帥珊圃＋喜1＋■一
罪州什＋H－H－1一

十卜「

膜 外　　液

＊

㎝

∴

＊

寸

』

＊

◎◎

∴

米

縮

∴

来

斜

∴

対

照

一一H一
一1一一1一トト

■一H－H一
一■一H一ト
一一 g－1－1一
一トト ■一1一

一H一一H一
■一H一■一

来膜外液自体の稀釈倍数
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第1［b表　Ag－St－S－Colnplex溶液及びSt－S溶液を氷室（7～80C）に保存した；場合

　溶血試験

　氷
　室
試　保

　存　　時
料　 間

φ

．会

壌
器
28
あ

面

く

幹

甥

一

己
磐

の

0（直後）

2時間

24時間

168時間

0（直後）

2時間

24時間

168時間

稀 釈 倍 数

8
黛
8
H

∴

冊腎

斗

升

柵

柵

鼎

柵

・冊

8
駄
8
c～1

H

柵

柵

柵

冊

冊

冊

｛柵

柵

8
9
8
寸

』

柵

柵

柵

冊

措｝

柵｝

柵

柵

8
R
8
◎o

』

柵

十

割

｛搬

柵

下

丁

丁

8
璽

8
陰

H

州

柵

柵

書

冊

柵

柵

柵

8
R
8
細

密

柵

柵

柵ド

指｝

柵

｛冊

・H・

十

8
R
8
番

∴

柵

冊

牛

耳

寸

寸

8
9
8
編
目

∴

柵

十　　一

8
黛
8
駄
爲

H

十

十

十

十

十

±

8
R
8
Nへ

お

∴

8
駄
8
瓢
§

∴

対

照

第三表　紫外線，X線並びに日光に対する態度についての実験

実

験

種

別

＼＼溶血試験

原◇＼＼
　　　　　処　　＼
　　液　　　置

稀 釈 倍 数

8
駄

8
H

＼∴

8
駄
8
N

H

8
9
8
寸

；

8
R
8
QO

∴

8
駄
8
薯

』

8
黛
8
触
。り

H

8
『
8
苫

∴

8
『
8
蒐
巽

H

8
」よ

8
㌧◎へ

鵠

H

8
R
8
触
お

H

8
黛
8
q」

8
H

H
A、．s，，ept。1y，、講外線・h・・｛ll旧1朴1轍｝1｛帥幽1｝囲＋1十

S－Complex

P：2，000液

照　　　　射 2hrs． 副柵1柵i小｝圃｛十一＋H一
対　　　　照
i非　照　射）

、　　・ 細申皆申特小ll｝［小什囲＋H一
工

1　hr． モ小小嚇鹿柵柵「柵「＋1十
Streptolysin－S

P・2，000液

紫　　外　　線
ﾆ　　　　射一　　　　　一

2hrs． 千守圃州柵1柵困＋［十
　　　　　一　『ﾎ　　　　照
i非　照　射）

o 柵1柵團細d＋小囹＋…一
x　線　照射 1，00Cr 斗掻申柵1柵1柵1柵牛虻囲一1一Ag－Streptolysin－

@S－Complex
P：2，000液 対　　　　照

i非　照　射）
● 申申冊中冊中ll晋隠州柵1＋H一

皿

Streptolysin－S x　線　照　射 1，000r 副具申冊1柵1半影料＋トト
1：2，000液 （対　 二二照射）　・　柵1柵卜冊巨暑冊1モ畳丹1暑掛1柵1＋d＋卜一1一
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皿

Ag－Streptolysin－

S－Complex

1：2，000液

Stteptolysin－S

1：2，000液

直接日光に
露呈　（34。C）

室内散光下に

静置　（31。C）

直接日光に
露　呈　　　（340C）

室内散光下に

齢…置　（31。C）

2hrs．

4hrs．

2hrs．

4hrs．

2hrs．

4hrs．

2hrs．

4hfs．

柵岡冊i柵圃柵i柵囲＋■一
台副冊睡圃紳｝唄什トト1一
＋高上圃柵卜辮1冊1モ1冊圃＋H一

冊h細｝1｛冊團構中十三1＋H一

同1柵囲＋■一H一一H一
冊囲＋ト■一H－H－1一
紳冊・團闇主＋トートH一
1柵圃冊圃＋ト1－H－H一

（対照）＝非照射のもの

　　　　　　　　第W表H：202の影響についての実験
H202を3％に含有せしめた1＝1，000　Ag－St－S－Con1Plex液と軍なる1：1，COO　Ag－St－

S－Complexについて，調製直後及び室温（21。C）に放置すること1及び2時聞後に溶血
試験を行弓．

同時に3％H202含有の1：1，000　St－S液と軍なる1：1，000　St－Sについても同様の
実験を行う．

稀 釈 倍 数

8
0へ

8
㎝

8
0へ

8
寸

F曜　　　　P→

8
0へ

8
◎○

二

8
0へ

8
0へ

H

∴

8
（＝）へ

8
CNへ

。う

H

8
0へ

8
寸“

o

8
0へ

8
吟
巽

∴　∴

8
0へ

8
駄
器

H

8
0へ

8
触、

お

∴

8
駄

8
瓢

8
H

囲
剛

一　　　〇 柵Dl冊 モ1｝中｝1申｝1串ll一冊1刑＋…一
一工

3％H202含有の
P：1，000Ag－St－S－

@Complex液

1　hr． 柵1副 電熱柵申冊1耕困±H一
2hrs． ｛1冊柵｝團柵柵1＋｝冊1帯囲±H一
0 柵1柵1モll中冊申｝岡柑囲±国一　1：1，000

`g－St－S－

@Complex液

1　hr． 柵圃柵圃柵μ儲｝囲＋国■一
2hrs． 冊i副 副砲囲柵囲刑＋…一
0 珊中il申冊圃榊｝1副冊1刊±一ト3％H202含有の

@1＝1，000

@St－S液

1　hr． 柵圃柵囲＋H■一1一…一
皿

2hrs． 柵副辮＋ト…一1－H－1一
0 柵圃肉細賛中謄｝i柵【柵国士…一

1：1，000

rレS液
1　hr． 領外 剛結囲＋i±…一ト1一
2hrs． 副副砲囲＋1一…一トトト

H202の溶血限界濃度は1：160
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第V表　KMnO4，：K2CrO4並びに：K3Fe（CN）6の影響についての実験

試

料

室温
（20。C）

　翻置

轡

溶血

試験

0．0％KM5nO4
　含有の
1：2，000Ag－St－

S－Complex液

2hrs．

1難霧12一

稀 釈 倍 数

8
R
8
H

∴

モ柵

0，1％K3Fe（C：N）6

含有の1：2，000
Ag－St－S

－Complex液

　1：2，000
Ag－St－S

－Complex液

十班

2hrs．

2hrs．

冊丹

柵

8
『L．

8
σq

∴

柵｝

｛冊

柵

柵

8
0へ

8
寸

H

柵

柵

柵

柵

8
駄
8
QO

H

冊｝

8
駄

8
＼Dr、

蝋

二

柵

十什

柵

一

一

8
『、

8
触
。り

H

両

為

モ｝冊

8
R
8
寸へ

ゆ

二

柵

8
0h

8
◎Qへ

警

円

8
黛
8
㍉◎へ

旨

H

十

十

8
R
8
触
お

Fi’

8
只
8
瓢

8
H

目

：KMnO4，－K2Cr204及びK3Fe（CN）3の溶血限界濃度はそれぞれ1：500，1：2，000及び＞1：20

第VI表　　Cysteine，　Sodium　thioglycolate，　Potassium　ferrocyanide

　　　　並びにSodium　thiosulfateの影響についての実験

＼＼　　、　　＼
稀 釈 倍 数 溶

＼　　　　溶血＼＼室温＼　　　試験

88 83 83 o　lo
堰B ao

88 83 §犀O　lo

a
88 88

血謬

o o o o o o o o o o o試　　　（22。C）＼

@　　静置
H c窟 ぐ ◎o 薯 譜 譜 器H 欝帆 讐ゆ 智北

低下

料 （対照
時聞

●● o■ o● ●　● ●　● O　o o● ●　o ●　● ■　■ ●　・ 溜1）
＼
H 目 H H H 図 H H H H H

0．025％Cysteine含有の
1：2，000Ag＿St－S－　　　　2hrs． 柵 柵 壬冊 柵 粁 一 一 一 一 一 一 狛2

Complex液

羅激欝欝篁」2h鮒．柵
Complex馬

柵　　十十　十　　一　　一　　一　　一

O・⊥％K4Fe（CN）6
含有の1：2，000
Ag－St－S－Complex液

0．1回目a2S203含有の
1：2，000Ag－St－S－

Comp1堅液
　　　1：2，COO
Ag－St－S－Complex液
　　（対　　　　照）

2hrs．　柵　｛柵　柑｝　柵　柵｝　十十　一

　　　　　　　　　　　　　　　2h・s．柵工辮冊暑｝柵＋＋［±一一
　　　　　　　　　　　　　　1

2hrs．　冊　冊　冊　冊 ｛柵 柵　　柵 下

一　　一　　一　　9％4

一　一　一　　㌻16

一　　一　一　　ルi6

十十　十　一　　1

Cysteine－HC1，　Sod・thio9】ycolate，　K4Fe（CN）6及びNa2S203の溶血限界濃度は

それぞれ，1：5，000，1：1，000，1：100及び1：400
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第W塩酸，アルカリ，：NaCI並びにKCN存在下におけ’る

　　　　　Ag－St－S－Colnplexの耐熱性試験

実

験

列

〔1：1，000St－S液10cc十

エ〉／10AgNO30．15cc〕液

　に対して加えた供試

　　物質の

種類1濃度・十

島
溶
液
に

対
す
る

処
置

稀 釈 倍 数

8
俄

8
回

8
0へ

8
㏄

F→　　1一→

8
駄
8
寸

8　8　8　8　8
R　R　⊂≧　oへ　⊂：よ

8　8　8　8　8
QQ　く⊃＾　Nへ　寸＾　吟

　H　。つ　o　巽

F｛　　F→　　Fl　　下→　　F→　　γ→

o　　o
o　　o
o　　oへ　　　　　へ

。　　o
o　　oゆ　　ね
ハ　　　　　へ

ゆIH
Ntゆ

ニニ

溶
血
力

の
低
下
度
（対照

一1）

・IHC1双／1・・…5㏄11011ρ／柑冊1＋一一一一一一一1％・

10，N，0・15cc 〃 略細1 柵 剰柵 料 州一 一 一 瓢

2 NaOH 1瓦0・15cc 〃 州柵 柵 モ小差 鼎 柵1一 一 一 砥

陣／1・…15cc 〃 柵1柵 ｛羅 紳1冊 冊 柵睡 一 隔 施

10N，0・15cc 〃 帥｝冊 柵 柵 柵 一 一ト 一● 一 駈6

3 KOH 1エ〉，0・15cc 〃
十1｛曇 鰻冊 ｛冊 ｛ll｝ 副柵 甘 一 一 一 砥

，N／10，0・15cc 〃 冊 柵 紳1什 冊
巨川
柵 ± 一 一 絶

41嘔・国π／1・・…剣〃い朴｝ 冊 冊 柑曇 柵 柵 モ隈 柵 ±1一 1

5
28％

：NH3

61N・C1

71KCN

8 蒸溜水
（対照）

1cc

0．1cc

0．01cc

jv／1G，　o・15cc

F／10，　0．15cc

0．15cc

0．15cc

〃

〃

〃

冊湘川蝉冊1柵＋±一
柵　冊　蝋 型1冊｛畳＋什＋一

帥1闘什冊

〃洲冊靴型
〃1柵1＋園田冊

〃

冊

州即製冊
非加細小1絹冊 冊

副冊耕什1＋

1州＋一一一
1什

御

難

十　＝ピ　一　一

蹴　柵　十十　±

冊　柵　十　十

一　 施

一　絶

一　　1

一卜倉

一ト4

1

第皿表　血清存在下におけるAg－Streptolysln－S－Complexの耐熱性試験

実
被検：液の調製

　．曲

　罫
験碁

　謡
　出．鳶

列茄
　昌あ

穀　’
　　玄

髄、鯉
　　旦
瀬　箱

　　　　　被
　　　　　検
（慧　養　　液
へ　　　　　に
穀灘　　　対
　　　躯　　す
躯　　　　る
　　　　　処
照目　灘　置

月
稀 釈 倍 数

　　　黛　　　　　　oへ血R　　　　　黛　　　　　　　　o．、　oへ　　　　　　　　　　　R　黛　『、（≧黛

　　　8888、888888　信
　　　　　　ふ　　　　　　LΩ　ζ表　oへ　　　　　　　　　　　oへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　oへ　　　　　　　　　　　　　oへ　　　　　　　　　　　　　　　　oA　　　　　　　　　　　　　　oへ
試　　　　　　HC刈ゆ二二露8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
軽　．●　’●　’●　●●　’”●　’’　”　●’　．．　●●
　下→　　7一《　　H　　Ψ一イ　　1－1　　7→　　H　　倒　　Fイ　　1一く　　F1

1 5mg 5cc
0．07ccl　25cc

@　　　　I
0 100。C

P0，＊ →
卜
一 幽 一 一 一 闘 一 凹 一 一

：皿 5mg
5。c　l。．。7cci。

@　　　I　I
25cc
1回目－1冊

冊 冊 柵 柵 柵 冊 朴 十 一 一
8

皿：　5m9　5cc 0．07cc 25cc。三熱1＿
　　　　　　1

二品柵　柵　槽卜柵　暑ll｝柵　柵　十　一　一

＊　100。C　30’の処置で膠朕化す，
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第　　D（ 表

溶血司 Ag－Streptolysin－S－Complex St∫eptolysin－S

性

賦

動物膜非透析性 同 左　米

紫外線，X線，日光に対して安定 同 左米
H202及びK2CrO4には安定；
KMnO4及びK3Fe（CN）6には不安
定

チステイソ，チオグリコール酸，黄
血塩及びチオ硫酸ソーダの何れの還
元剤に対しても不安定

耐熱性
中性水溶液に対し，100。C　4時闇の
処置を施しても溶血力の滅弱は起ら
ない，然し酸，アルカリ，NaC】，KCN，
血清の共存で不活性化が起り易い．

H202，　KMnO4，　K2CrO4及び
：K3Fe（C：N）6の何れに対しても安定来

チスティソ，チォグリコール酸，黄
血塩及びチオ硫酸ソーダの何れの還
元剤に対しても安定来、

易熱性
際黎耀で瞳温下でも不灘〕

米・並行して行った対照実験の成績を勘案した上での判定．
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